
1)今帰仁村の産業及び就来状況

0今 帰仁村の事業所は平成 24年に

378事業所。

O従 来若数は 2,047人。

O平 成 21年までは事業所数及び従来

員数ともに緩やかな増加傾向にあ

つたが、平 成 24年では減少に転じ

た。

事畠所と牲素を数の推移
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2)産業別就業者数

O第 1次産業、第 2次産業は減少傾向にある。

O第 3次産業は「宿泊業・飲食サービス業」、「教

育・学習支援業」、「医療・福祉業Jが伸び、増

加傾向にある。

O平 成 22年度で調査した各産業の構成比は、第 二

次産業が 26.06%、 第 2次産業が 14.24X、 第 3

次産業が 59.器となつている。

3)今婦仁村の失業率

O今 婦仁村の失業率は平成 17年まで県の数値よ

り高い値であるものの、下降傾向にあり、平成

22年には県の失業率を下回つている。

① 村内の脱業者数の減少要因は他市町村での就

職に移行 していることが考えられる。

出典 :事業所 。企業統計、経済センサス活動調査
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4)事業所の立地状況 (商工会会員に限る)(追加)

0県 道 505号沿いを中心に事業所が立地している。

O村 内の商工会会長の事業所数

合計 は 260事業所である。
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1)今婦仁村の公共交通

○ 今婦仁村の路線パスは、本部半

島を左右回りで経由する2路線

と、那覇空港～運天港を結ぶ急

行パス 1路線の計 3路線が運行

している。

O村 内の生活移動手段として利用

するパスは、概ね一時‖1に 一本

運行する本部半島経由の 2路練

となっている。
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2)今掃仁村の災答

O ttB組県は、年平均 8回の台風が接近 し、県

内の様々な簡所で土砂崩れなどの被告が

出ている。

O味 の地震 。消壁波想定では、北および束の海

岸付近に集中することが想定される。

O人 口減少、高齢化により、いざというとき

の共助の手を確保できない懸念がある。
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3)今婦仁村の福祉施設設置箇所

0今 婦仁村には老人介護施設が多く立地しており、村内はもとより村外からの入所者も見

られる。
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分類 No. 施設名 分類 No. 施設名

病院
① 北山病院

村立

保育所

① 仲尾次保育所

② 今帰仁診療所 ⑫ 中央保育所

老人介護

施設

③ 和光田 ⑬ 今帰仁保育所

④ さくらの里 ⑭ 仲宗根保育所

⑤ 宅老所 ハイビスカス
村立

幼稚田

⑮ 兼次幼稚回

⑥ イリーゼ今帰仁 ⑮ 今帰仁幼稚田

② 有料老人ホーム 湧川 ① 天底幼稚口

③ グリーンハウス MESH
ランデブ

ーポイント

⑩ 今帰仁村運動公園

③
乙羽口指定介護老人福

祉施設
① 古宇利ふれあい広場

⑩
グループホーム ほしく
ぽ
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4)村内の空き家の状況

O現在、今帰仁村内で確認できる空き家は 135件 となつている。 (区長ヒアリング)

O空 き家 (賃貸)の有無について、県外からの問い合わせも多い。

O仏壇があり、空き家でも賀貸として活用するのは難しいという意見が多い。

O売 り出し中の物件も数件ある。

区
平成25年度嗣査時

の空宝強 現在の空家牧

① 今   泊 19 10

の 兼   次 0 2

⑥ 踏   志 4 11

④ 与 用 機 8 7

⑤ 仲 尾 次 8 5

⑥ 崎   山 4 3

⑦ 平   敷 4 5

① 盤   地 4 3

③ 謝   名 8 12

⑩ 仲 療 根 0 1

① 玉   城 11 9

⑫ 呉 我 山 0 0

0 湧   川 0 7

① 天   底 0 0

⑮ 勢 理 客 1 5

① 渡 喜 仁 7 11

① 上 遭 天 3 4

① 題   天 19 24

① 宙 宇 利 10 16

110 135

17



今帰仁村では、今帰仁村第四次総合計画前期基本計画を実施中であり、むらづくりの課題を

明確:こし、村の将来像とむらづくりの基本姿勢を示している。この総合計画を基本とし、その他連

携する計画に基づき戦略を策定するものとする。以下に今帰仁村の既存計画を示す。

①今帰仁村第四次総合計画
■3つのむらづくりの基本姿勢

奨妥學η許投祭盈りなすゆがふむら。今帰仁～
全ての人が健康で安心して暮らせる生活環境の整

備を推進し、子育てしやすい環境づくりや雇用の場の創

出により、むらの活力を引き出す。伝統文化の継承や

生涯学習の機会を創出することにより、人々の交流の

活発化を目指す。また、基幹産業である農業の充実を

図りつつ、商工業や観光業など他産業との連携を強化

し経済的自立と産業の振興を図る。

の第二次今帰仁村観光リツート振興計画

■計画の目

′

■基本理念

自然と歴史とロマンに満ち躍動する村

■基本目標

1.歴史とロマン番る今帰仁

2.自然の摂理を学ぷ今帰仁

3.老いも若きも躍動する今帰仁

― 、

ゆたかな自然と地球に包まれて 子どもが健やか
に育まれる今帰仁村

～未来に向かつてみんなが紫がる安心な子育てを
目指して～

■ 基本目標

ヽ
:

ヽ

(1)自 然環境との共存
～やんばる型土地利用の原則を守る～

(2)農業を中心とした産業振興
～積み上げ方式の産業振興～

3)むらづくりを支える地域コミュニティの強化
～誰もが安心・安全に暮らせる環境づくり～

③今帰仁村子ども・子育て支援事業計画

1.地域における子育て支綴の推進

2.母性並びに乳児及び幼児等の健康の確保及び増造

3.子どもの心身の健やかな成長に資する教育環境の整備

4.子育てを支援する生活環境の整備及び子ども等の安全
の確保

5.専門的な支援を要する子どもや家庭への支援

6.子育て支援推進プロジェクト
ヽ
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人ロビジョンは、10,000人規模で安定したむらの未来を目指します
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パターン l:全国の移動車,〔今後一定母友構小すると傾定したい合
パターン2:全国の機移動散が、平成

"年
から早威 27年の構,`佐と領ね円水準でそれ以降も構移すると領定した場合

ンミュレーシ,ン ニ:合計特殊出生事お`人口E換水中 《人口を長期的に一定に保てる水串の2.l)ま で上昇した8合
シミュレーン,ン 2:合 BⅢ伸身出生単が人口置換水B(人ロセ長翔的に一定に腺てる水箪の 2.1)ま で上昇し、力心つ人口移動が郎,0し た く移動がゼロとなつた)

4合
パターン3:パターン1に加え、合BⅢ特殊出生事が最悌的には沖樹県の日情す2.5を追虚し、かつ、5年間で75人ずつ儀入をかいると仮定した4合

※日標人口10,000人 の条件 :

1)特殊出生率の増加

・2025年まで現状の l.97、 2035年まで人口置換水準の 2.1、 以降沖縄県の目標値 2.5の

達成を目指す。

2)人日のネ」二会増
00～4歳→5～9歳

・ 5～9歳→10～ 14歳
・ 10～ 14歳→15～ 19歳
e15～ 19歳→20～24歳

・ 20～24歳→25～29歳
e25-29歳→30～34歳

・ 55-591設→60～64歳
・ 64-69歳→70～74歳

子育て支援の充実 :5年間で 10名 の純増

生徒への人材育成・魅力づくり :5年間で 10第の純瑠

高校への通学の支援 :5年間で 10名 の純増

高校大学卒業後の就職 (働 く場の創生):5年間で 30名 の純増

再就職 (働 く場の創生):5年岡で 20名 の純増

起業 (起業支援):5年間で 10名の純増

定年後の移住促進 :5年間で 10名の純増

高齢者禍祉の充実 :5年間で 10名の純増

上記のような戦略を立てた上で、5年間で ■0人純贈すると想定している。
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四人口推言卜における人口構造

総合戦略では、若い世代への支援を充実させることにより、年少人口増加 と生産午齢人

日の定住を促避 します。

。2060年時の人口構造

的人口
0～B4a
人口

辟
15～04機

人口
05白以上

人口
20～30

女性人口

2010年 理状愴 9_257 1^375 425 5_425 2457 843

2000年 パターン1

膨:三と三y韮冗
6.295 ,28 218 2.0,4 2.Sea 4'S

C.,08 038 289 3.237 2.503 553
7_863 1273 422 4.372 2_218 875

′ヽ ターン2
人ロビジョン(目 篠伍 ) 10068 1.985 C80 5.681 2.400 1.191

■日標人口 10,000人 とした年齢 5歳階級別人日の見通 し (2060年 )

日,用 10,0∞ 人とした年齢5載階緞別人口の見通し
12060年
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